














　米国では、1986 年以降、毎年 1 月の第三月曜日はマーティン・ルーサー・
キング・ジュニア（以下、キング）の生誕を祝う連邦祝日に指定されている。





かった。下院での最初の審議は 1979 年に行われたが、11 月の下院投票では
法案通過には至らなかった。その後、1983 年に連邦議会で法案は再び審議
され、8 月 2 日に下院で賛成 338、反対 90 で可決された後、10 月 19 日に上
院でも賛成 78、反対 22 で可決された。1983 年 11 月 3 日にロナルド・レー






1 キング連邦祝日制定過程の概要は、以下を参照。The King Center [http://www.the kingcenter.






















祭のアメリカ：歴史の記憶と愛国主義』（青木書店、1997 年）；Michael Kammen, Mystic 
Chords of Memory: The Transformation of Tradition in American Culture ([1991] New York: 
Vintage Books, 1993) 
3  以下の研究がある。Drew D. Hansen, The Dream: Martin Luther King, Jr., and the Speech
that Inspired a Nation (New York: HarperCollins Publishers Inc., 2003), 207-229; Gary Daynes, 
Making Villains, Making Heroes: Joseph R. McCarthy, Martin Luther King, Jr. and the Politics of 
American Memory (New York: Garland Publishing, Inc., 1997), 119-154; Michael Eric Dyson, I 
May Not Get There With You: The True Martin Luther King, Jr. (New York: The Free Press, 2000), 
282-306; 遠藤泰生「公共文化とアメリカの自画像―自国史像の書き換えによる―九八〇
年代、九〇年代の歴史思潮―」（アメリカ学会編『原典アメリカ史第九巻：唯一の超大
国』岩波書店、2006 年）、324-329 頁 ; 大類久恵「公的歴史としての『M・L・キング』―
キング祝日制定過程および記念祝賀で描かれたキング像―」（『史境』第 44 号、2002 年）、
74-93 頁。 
4  The American Presidency Project, “Ronald Reagan, Remarks on Signing the Bill Making 














法案をめぐる公聴会記録である。5  公聴会は、1979 年に 2 回、1982 年に 1 回、








5 Joint Hearings before the Committee on the Judiciary United States Senate and the Committee on 
Post Office and Civil Service House of Representatives Ninety-Sixth Congress, First Session on S. 
25 (March 27 and June 21, 1979)( 以 下、Joint Hearings, 1979 と 略 記 ); 1-168; Hearing before 
the Subcommittee on Census and Population of the Committee on Post Office and Civil Service 
House of Representatives, Ninety-Seventh Congress, Second Session (February 23, 1982)( 以 下、
Hearing, 1982 と略記 ), 1-73; Hearing Before the Subcommittee of the Committee on Post Office 
and Civil Service House of Representatives, Ninety-Eighth Congress, First Session on H.R.800, A 
Bill to Designate the Birthday Martin Luther King, Jr., A Legal Public Holiday (June 7, 1983)(以下、
Hearing, 1983 と略記 ), 1-79.
480
神田外語大学紀要第 21 号























6 キングの非暴力哲学については、以下を参照。Martin Luther King, Jr., A Testament of Hope: 
The Essential Writings and Speeches of Martin Luther King, Jr., James M. Washington ed. (New 
York: HarperCollings Publishers, 1991), 5-74.
7 Martin Luther King, Jr., Where Do We Go from Here: Chaos or Community? (New York: Harper 
& Row Publishers, 1967), 167-168; 猿谷要訳『黒人の進む道』（［1968 年］サイマル出版会、

























8  Martin Luther King, Jr., “A Letter from Birmingham City Jail,” in Why We Can’t Wait (New York: 
Harper & Row Publisher, 1963). 79-80; 中島和子・古川博巳訳『黒人はなぜ待てないか』（み
すず書房、1965 年）、96 － 97 頁。
9  Ibid., 85-86; 同書、104-105 頁 ; King, Where Do We Go from Here, 90-91;『黒人の進む道』、
96 － 97 頁。
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2．1979 年第一回公聴会（3 月 27 日）
　1979 年はキング生誕 50 周年にあたっていたが、この年までにキング連邦








11 名の発言と 1 名の事前準備証言が記録されている。10 したがって、第一
回公聴会の証言者は 12 名だが、このうち中立的立場が 1 名いるため、11 名











































12 Bayh, Joint Hearings, 1979, 7; John Conyers, Ibid., 15; Coretta Scott King, Ibid.,18.
13 Pat Brown, Ibid., 31.
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14 Andrew Young, Ibid., 10; Conyers, Ibid., 14; Coretta, Ibid., 20; Joseph E. Lowery, Ibid., 25; 
Brown, Ibid., 29. 
15 Young, Ibid., 10; Conyers, Ibid.,13. 



























17 Young, Ibid., 10; Conyers, Ibid., 14; Lowery, Ibid., 25. 
18 Coretta, Ibid., 20. 
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20 Thurmond, Ibid., 4; Larry P. MacDonald, Ibid., 17.











3．1979 年第二回公聴会（6 月 21 日）
　同年 6 月 21 日に開かれた第二回合同公聴会は、小委員会の少数党側に証
言機会を与えるもので、法案反対者サーモンド上院議員が議事進行を務めた。
公聴会での証言は 7 名だが、公聴会中に事前準備証言が公聴会記録として挿








22 Rittenhous, Ibid., 33; MacDonald, Ibid., 17.






























24 Karl Prussion, Ibid., 46-50. プラションの証言後、ウィリアムズとボイズ（Boies）が、キン
グを共産主義者とみなすプラションの根拠の曖昧さを強く問い詰めた。
25 この点を強調したのは、マクドナルド、ホワイト、ベイルズ、バレルだった。





































































4．1982 年公聴会（2 月 23 日）








うち祝日制定支持者は 8 名、祝日制定反対者は 3 名となった。29 この公聴会
において、キングの非暴力の遺産はどのように語られたであろうか。証言に
何らかの変化はみられるだろうか。キング祝日制定支持者からみていく。
28 これと関連する議論は、以下を参照。Hansen, The Dream, 213-221.
















記憶するという、キングの「黒さ」を強調する発言は 8 名中 1 名 31 に後退した。















30 Hyman Bookbinder, Hearing, 1982, 33-34; Arnoldo Torres, Ibid., 43. 





























33 Coretta, Ibid., 8-9; Barry, Ibid., 16-17; Torres, Ibid.,43. 
34 Peter Rodino, Ibid., 2; Correta, Ibid., 8; William Lucy, Ibid., 41.
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ングの非暴力に言及しない者も 8 名中 3 名いた。また、残る 5 名 36 のうち、
コレッタとケヴィン・Ｐ・リンチが非暴力の国家的実践の必要性を強力に語
る一方、残り 3 名はキングの非暴力に簡単に触れる程度であった。
　次に、キング祝日制定反対者 3 名の証言であるが、反対理由は 1979 年第
一回、第二回公聴会で聞かれたものと全く変わらない。3 名全員が、キング
が共産主義者であることを理由に反対した。うち 1 名 37 からは、ここでも
キングが共産主義者であるとする「根拠」を晩年キングのベトナム反戦に求





35 Correta, Ibid., 12.
36 5 名は、ロディノ、コレッタ、バリー、ルーシー、リンチ。
37 Mary Lou Curtis, Ibid., 58.
38 McDonald, Ibid., 20; Curtis, Ibid., 57.

















5．1983 年公聴会（6 月 7 日）
　1983 年 1 月に民主党下院議員ケイティ・ホールは、キング祝日法案を再
度下院に提出した。同年までに 17 州とワシントン DC およびヴァージン諸
島がキング祝日を設けるに至っており、連邦祝日制定の気運も高まっていた。
こうした状況を受け、同年 6 月 7 日に下院郵便・行政事務委員会の下に置か
れた国勢調査・統計小委員会で公聴会が開かれた。議事進行役は法案提出者
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以下、彼らの証言をみていく。
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おわりに
　ブッシュ政権は 2001 年の 9・11 テロを契機に、テロとの戦いの名の下に


















45 George W. Bush, “President Proclaims Dr. Martin Luther King, Jr., Federal Holiday, January 18, 
2002.”  [http://www.whitehouse.gov/news/releases/2002/01/print/20020118-2.html](2008/08/24); 
“Martin Luther King, Jr., Federal Holiday, 2003: A proclamation by the President of the United 
States, January 17, 2003.” [http://www.whitehouse.gov/news/releases/2003/01/print/20030117.
html](2008/08/24)
46 これと関連する記事を一つあげれば以下。“Memorials, volunteerism, war protests mark 
King’s Birthday, January 19, 2004.” [http://edition.cnn.com/2004/US/01/19/king.day.ap/index.
html](2008/09/29)
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米国におけるキング牧師連邦祝日制定と非暴力という遺産
衆側の営みでもある。このような個別民衆的記憶は、公的記憶が提示するキ
ング像を矯正する対抗軸として重要な意味をアメリカ社会に持っているとい
えるだろう。その意味の幅と深さについては、今後の検討課題としたい。
[ 付記 ]
　本稿は、平成 18 年度佐野学園特別研究助成（個人研究）による研究成果
である。心より謝意を表したい。
